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論　文　の　内　容　の　要　旨
　本論文は，第 1章から第 3章までで，Ornstein-Uhlenbeck過程を Ehrenfest過程の解析に基づいて近似し，
第 4章でそれを金融工学でのオプション価格計算に応用するという構成を取っている。
　まず第 1章では，出生死滅過程の一特殊ケースである Ehrenfest過程について諸性質（First Passage Time
等）の導出を行っている。
　第 2章では，Eherenfest適当なシフトとスケーリングによって Eherenfest過程の列が Ornstein-Uhlenbeck
過程の特別なものに法則収束することを示している。
　第 3章では第 1章の結果と第 2章の結果を組み合わせることにより第 2章で取り扱った特別な Ornstein-
Uhlenbeck過程に色々な境界条件を付したものを，Ehrefest近似を通じて解析している。
　第 4章では，まず 4.1節で，金融工学での金利モデルである，Hull-Whiteモデルを，第 1－ 3章の結果を
用いて，階段関数等での近似を利用して表現する方法を提案している。4.2節では，定数係数の場合に対し
て提案された Hull-Whiteの 3分木アプローチを時変系に適用する手法を提案している。4.3節では Vasicek 
モデルに対して割引債のヨーロピアン・オプションを計算する数値計算法を与えて，更に 4.4節では，時変
系 Hull-Whiteモデルを扱っている。数値実験によって 3分木の場合との比較を行い，概して 4.4節での手法
が高精度の結果を与えると結論している。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　第 1章－第 3章は古典的確率過程の素直な問題を解いている。丁寧な証明が与えられており，著者の学力
を示している。しかし，少なくともその一部は既知のより一般的な結果の特殊ケースとして導くことができ
る。先行研究との比較が適切に行われておらず，先行研究調査の不十分さから，内容の新規性の主張に説得
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力を欠く点は残念である。これらの章は基本的には，第 4章を導出する整理の章だと審査委員会では位置づ
けている。
　第 4章は，第 1－ 3章の結果を本に新たな数値計算手法を与え，数値実験で有効性を確認している。既存
文献への参照も，ある程度なされており，審査委員会はこの部分の学術的貢献が評価できると判断した。
　第 1章から第 3章での文献調査が不十分である点，第 4章の数値計算例が十分ではない点などに不満が残
るが，総合的に見て，学位取得の条件を満たしているとの結論に達した。
　よって，著者は博士（社会工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
